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さ
れ
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
気
運
が
高
ま
る
一
方
、
資
本

家
の
大
半
は
労
働
者
に
無
関
心
で
あ
っ
た
時
代
に
、
こ
ん
な

経
営
者
が
い
た
の
か
と
驚
き
、
こ
こ
で
労
働
組
合
活
動
を
し

て
い
る
と
い
う
縁
を
誇
ら
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う

歴
史
も
あ
り
、「
労
使
協
調
」
は
一
つ
の
伝
統
と
し
て
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。

 

た
だ
、
そ
う
は
言
っ
て
も
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後
の
合
理
化

な
ど
厳
し
い
時
代
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
経
験
か
ら
「
組
合

員
の
雇
用
を
守
り
、
労
働
条
件
の
維
持
・
向
上
を
は
か
る
」

と
い
う
使
命
を
再
確
認
し
、
職
場
を
原
点
と
す
る
活
動
を
大

切
に
す
る
と
と
も
に
、
経
営
対
策
に
も
力
を
入
れ
て
き
ま

し
た
。

Q
3
労
働
組
合
の
特
徴
的
な
活
動
は
？

久
保　

組
合
員
と
そ
の
家
族
の
幸
せ
を
追
求
す
る
こ
と

を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
、「
Ｙ
Ｗ
Ｕ
ビ
ジ
ョ
ン H

appy Life 
H
appy W

ork

」
と
名
付
け
た
運
動
方
針
に
基
づ
き
、
①
Ｗ

Ｏ
Ｒ
Ｋ（
働
く
）、
②
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
（
暮
ら
す
）、
③
Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｐ
Ｏ

Ｒ
Ｔ（
支
え
る
）
の
３
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
課
題
を
設
定
し

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
で
は
、
働
く
価
値
を

高
め
、
働
く
喜
び
に
つ
な
が
る
運
動
（
労
働
の
高
付
加
価
値

化
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

Q
1
労
働
組
合
の
成
り
立
ち
や
、
支
部
の
組
合
員
数
、

役
員
体
制
は
？ 

大
賀　

１
９
４
５
年
12
月
25
日
、
安
川
電
機
従
業
員
組
合
と

し
て
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
戦
後
、全
国
で
も
先
駆
け
て
の
結

成
で
し
た
。

　

現
在
の
組
合
員
数
は
、
３
３
４
８
人
、
女
性
比
率
は
約

16
％
。
企
業
組
織
の
再
編
に
対
応
し
て
、
現
在
は
、（
株
）
安

川
電
機
、（
株
）安
川
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
、（
株
）Ｙ
Ｅ 

Ｄ
Ｉ
Ｇ

Ｔ
Ａ
Ｌ
、
安
川
コ
ン
ト
ロ
ー
ル（
株
）、（
株
）ベ
ス
タ
ク
ト
・

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
５
社
の
従
業
員
で
安
川
電
機
労
働

組
合
を
構
成
し
て
い
ま
す
。
電
機
連
合
に
は
、
関
係
会
社
の

Ｙ
Ａ
Ｄ
労
組
、F
A
M
S
労
組
、Ｙ
Ｅ
Ｍ
労
組
と
と
も
に
「
安 

川
グ
ル
ー
プ
ユ
ニ
オ
ン
」
と
し
て
加
盟
。
Ｙ
Ｅ
Ｍ
労
組
は
、

昨
年
結
成
さ
れ
た
ば
か
り
で
す
が
、多
様
な
雇
用
形
態
の
組

合
員
の
課
題
解
決
に
向
け
て
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

安
川
電
機
労
組
の
組
織
体
制
は
、
本
部
と
５
支
部
（
八 

幡
、行
橋
、入
間
、営
業
所
、Ｙ
Ｄ
Ｃ
）が
あ
り
、営
業
所
支
部 

に
４
分
会
（
東
京
・
大
阪
・
中
部
・
九
州
）
を
置
い
て
い
ま
す
。

本
部
・
支
部
の
役
員
数
は
30
名
、
女
性
役
員
比
率
は
20
％
。

組
合
員
の
約
７
割
は
九
州
内
の
拠
点
で
働
い
て
い
ま
す
。

働
く
と
き
は
働
き
、
休
む
と
き
は
休
む

Q
2
労
働
組
合
の
伝
統
の
中
で
大
切
に
さ
れ
て
い
る
も

の
は
？

久
保　

組
合
結
成
は
戦
後
で
す
が
、
戦
前
か
ら
労
使
関
係

を
重
ん
じ
る
風
土
が
あ
り
ま
し
た
。
会
社
設
立
の
発
起
人

で
あ
る
安
川
敬
一
郎
は
、大
実
業
家
に
し
て
先
進
的
な
思
想

を
持
ち
、「
西
の
渋
沢
栄
一
」
と
も
称
さ
れ
た
人
物
。
１
９ 

０
９
年
に
私
財
を
投
じ
て
技
術
者
養
成
の
専
門
学
校
（
現
・

国
立
九
州
工
業
大
学
）を
開
校
。
１
９
１
９
年
に
は
『
労
働

問
題
管
見
』を
著
し
て
、８
時
間
労
働
制
や
対
等
な
る
労
使

関
係
の
重
要
性
を
説
い
た
。
働
く
時
は
働
き
、
遊
ぶ
時
は
遊

び
、
休
む
時
は
休
ん
で
英
気
を
養
え
と
…
。
Ｉ
Ｌ
Ｏ
が
設
立

 

◎
組
合
訪
問
記
「
電
機
連
合
：
安
川
電
機
労
働
組
合
」 

メ
リ
ハ
リ
あ
る
働
き
方
へ

20
年
を
か
け
て
職
場
の
意
識
と
風
土
を
改
革

久保　隆志
くぼ・たかし
安川電機労働組合
中央執行委員長、
安川グループユニオン議長

大賀　史郎
おおが・しろう
安川電機労働組合
中央書記長

久保委員長は、山口県生まれ。小倉支部で職場委員、中央委員、議
長等を歴任し本部役員に。2006年から4年間、電機連合に出向
した後、中央書記長に就任。その時、入間支部委員長を務めていた
のが、大賀現書記長。福岡県生まれながら、入社数年後には埼玉
県の入間事業所で設計を担当。2006年に入間支部執行委員に抜
擢され、2010年に専従の入間支部委員長、2016年に中央書記長
に就任。今年、電機連合福岡地方協議会事務局長の任を終えて本
部に戻った久保委員長と今度は書記長としてペアを組むことに。
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ス
実
現
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
、
魅
力
あ
る
企
業
づ
く
り
）、

Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
で
は
、安
心
・
安
定
し
た
暮
ら
し
と
安
全
な
社
会
の

実
現
に
向
け
た
労
働
者
自
主
福
祉
活
動
や
共
済
、
政
策
・
制

度
実
現
活
動
、
Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
で
は
、
対
話
活
動
や
人
材

育
成
、
情
報
発
信
、
組
織
拡
大
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

一
歩
踏
み
込
ん
だ
働
き
方
改
革
へ

Q
4
そ
の
中
で
特
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
活
動

は
？

久
保　

組
合
員
と
そ
の
家
族
の
幸
せ
の
た
め
に
、「
時
間
管

理
の
適
正
化
・
働
き
方
改
革
」
を
一
丁
目
一
番
地
と
位
置
づ

け
、
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

私
は
、
平
成
元
（
１
９
８
９
）
年
に
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て

入
社
し
ま
し
た
が
、
深
夜
残
業
は
当
た
り
前
で
、
夜
中
か
ら

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
始
ま
る
よ
う
な
職
場
で
し
た
。
組
合
は
、

時
短
推
進
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
機
関
紙
『
同
志
』（
現

『
Ｙ
d
o
』）
で
過
労
死
の
リ
ス
ク
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い

ま
し
た
が
、
抜
本
的
な
改
善
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私

自
身
も
組
合
役
員
に
な
る
前
は
、
職
場
に
パ
ト
ロ
ー
ル
が
来

る
と
「
仕
事
の
邪
魔
せ
ん
と
い
て
く
れ
」
と
思
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

　

２
０
０
０
年
代
に
入
っ
て
さ
ら
に
業
務
量
が
急
増
。
不

夜
城
と
呼
ば
れ
る
職
場
も
あ
り
、
ご
家
族
か
ら
の
心
配
の

声
も
増
え
た
こ
と
か
ら
、「
働
き
方
の
根
本
か
ら
変
え
な
く

て
は
」
と
心
に
誓
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
２
０
０
３
年
闘
争

で
「
時
間
管
理
の
適
正
化
」
を
要
求
す
る
と
と
も
に
、
一
歩

踏
み
込
ん
で
「
働
き
方
そ
の
も
の
を
改
善
し
意
識
改
革
を

は
か
る
」
た
め
に
、
会
社
に
提
言
し
、
労
使
に
よ
る
「
働
き

方
検
討
委
員
会
」を
設
置
し
ま
し
た
。

　

職
場
の
実
態
を
調
査
す
る
と
、
36
協
定
を
理
解
し
て
い

な
い
管
理
職
も
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
22
時
以
降
の
残
業

を
原
則
禁
止
と
し
、
36
協
定
に
「
支
部
印
鑑
を
捺
さ
な
い
」

と
い
う
実
力
行
使
に
も
打
っ
て
出
ま
し
た
。
２
０
１
１
年
、

ド
イ
ツ
に
赴
任
し
て
い
た
事
業
部
長
が
検
討
委
員
会
に
参

加
し
、
５
連
続
休
暇
制
度
を
モ
デ
ル
職
場
に
導
入
し
た
こ

と
で
、
業
務
の
棚
卸
し
や
平
準
化
が
進
み
、
職
場
の
意
識

や
文
化
も
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
組
合
で
も
労
働
時
間

管
理
の
基
本
ル
ー
ル
や
36
協
定
、
働
き
方
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
を
掲
載
し
た
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
配
布
し
、
意
識
付
け

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
の
平
均
時
間
外
労
働
は
月
15

~
20
時
間
。
電
機
連
合
の
調
査
で
は
、
月
40
時
間
を
超
え
る

と
心
身
の
不
調
を
訴
え
る
人
が
増
え
る
こ
と
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
平
均
40
時
間
を
超
え
る
部
門
、
70
時
間
を
超

え
る
組
合
員
が
１
人
以
上
い
る
部
門
を
「
特
定
部
門
」
と
し

て
、
労
使
で
課
題
を
共
有
し
、
具
体
的
な
改
善
を
行
う
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

組
織
力
の
向
上
、
人
材
育
成
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

Q
5
現
在
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
含
め
て
組
合
と
し
て
抱

え
て
い
る
課
題
や
そ
の
課
題
へ
の
対
応
は
？

久
保　

組
織
力
の
向
上
と
人
材
育
成
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
「
安
川
労
組
塾
」
な
ど
を
開
催
し
て

き
ま
し
た
が
、や
は
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
希
薄
化
し
、

組
織
力
の
低
下
が
生
じ
て
い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
の
メ
リ
ッ

ト
は
活
か
し
つ
つ
、
対
面
活
動
を
再
起
動
し
よ
う
と
、
今

秋
（
９
~
12
月
）
を
ユ
ニ
オ
ン
マ
ン
ス
リ
ー
と
位
置
づ
け
、

対
話
・
教
育
活
動
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
先
人
が
積

み
上
げ
て
き
た
も
の
を
、
し
っ
か
り
次
世
代
に
継
承
し
な
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Q
6
最
後
に
組
合
活
動
を
進
め
る
上
で
モ
ッ
ト
ー
は
？

自
身
に
と
っ
て
の
労
働
組
合
と
は
？

久
保　

モ
ッ
ト
ー
は
「
明
る
く
、
楽
し
く
、
元
気
よ
く
」。
私

に
と
っ
て
労
働
組
合
は
、家
族
の
よ
う
な
大
切
な
存
在
で
す
。

円
安
・
原
材
料
の
高
騰
な
ど
経
営
環
境
が
厳
し
さ
を
増
し
て

い
ま
す
が
、
組
合
員
と
そ
の
家
族
の
幸
せ
の
た
め
に
、
も
っ

と
良
い
会
社
に
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
『
伸
び
代
』
は
十
分

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
賀　

会
社
人
生
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
も
、
定
年
を
迎
え
た

時
に
良
い
会
社
だ
っ
た
と
思
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
家
族

に
自
慢
で
き
る
会
社
に
す
る
こ
と
。
そ
れ
が
労
使
の
役
割

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
当
時
の
支
部
委
員
長
に
握
手
さ
れ
て

役
員
に
な
り
ま
し
た
が
、
職
場
の
状
況
を
広
い
視
野
で
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
広
が
っ
た
。
今
は
、

役
員
に
な
っ
て
良
か
っ
た
と
心
か
ら
思
っ
て
い
ま
す
。

電機連合：安川電機労働組合

上：メリハリCheck隊による「カエルンジャー」チェックシート
中：「ユニオンマンスリー」で対面活動を再起動
下：先人の志を次世代につなぐ「次世代リーダ育成講座」


